





ンスホールでの展示（開催期間 2014 年 5 月 12 日
～ 16 日）、映画『Call‥Me‥Kuchu　ウガンダで、生
きる』の上映（5月 12 日 15 時 10 分～ 17 時 00 分、
図書館ホール）、パネルセッション＆座談会「第２
回　関学の中のセクシュアルマイノリティ」（5月
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い「風土」を築き上げていくための試みであること
を伝える／見せる／感じてもらうこと。これこそが
「ウィーク」の大きなミッションであることは言う
までもないだろう。ともすると孤立感に苛まれ、自
らの「性」への想いを話し／分かち合える仲間を持
ちにいくと感じる人々がいるならば、その人たちに
向けて「レインボー」の理念を信奉し共感を表明す
る関係者が関学内にいることを示すのは、とても意
義深い実践であろう。昨年度と今年度の二回にわた
るレインボーウィーク開催によって、そうした呼び
かけがいくらかでも果たされた。このことは必ずし
も人目に触れる性格のものではないけれど、
「ウィーク」開催の大きな成果であった。大学全体
の取り組みとしてレインボーウィークを実施し、そ
のことで潜在的当事者が仲間たちとつながり、自分
自身の居場所を関学の中に少しでも見出すことが
できたとしたら、それはより良い「風土」を作り上
げていくうえで意義ある一歩であろう。
二つの「目標」の緊張関係と可能性
だが、ここまで述べてきた「ウィーク」に託され
た二つのミッション─一方で「より多くの人々」に
LGBT について知ってもらい、他方で「ひとりで
も多くの当事者」にレインボーウィークをキッカケ
に繋がりと仲間を提供する─は、必ずしもスムース
に調和するものではない。前者の目標を追求するこ
とは、ある面で当事者以外の人たちの関心を高めは
しても、その「意図せざる帰結」として潜在的当事
者にとってより困難な「風土」を作り上げないとも
かぎらない。なぜなら、「性」の問題をめぐり自分
たちとは異なる「他者」への共感や理解の必要性が
声高に唱えられるとき、多くの人にとって LGBT
は自分とは異なる「あの人たち」の問題と看做され
てしまいがちだ。その結果、LGBT を他人事でな
く自分事として生きている潜在的当事者は、皮肉に
も周囲との違いを殊更に感じ取り自らの声を発し
にくくなることだろう。他方で、後者の目的をもっ
ぱら追い求めることで、たとえその意図がなくとも
LGBTというイッシューは当事者だけに閉ざされ、
多くの人々にとってどことなく関わりにくい事柄
になりかねない。なぜなら、非当事者が LGBTと
人権について語ることは、どこか失礼であり不遜で
さえあると感じられてしまうからだ。
このようにレインボーウィークが目指す二つの
目標を同時に果たすことは、実のところそれほど容
易ではない。だがそれは、必ずしも両立不可能でも
ないだろう。二つの目標をともに推し進めていくう
えで、次年度以降のレインボーウィークになにが求
められるのか。それを考えるヒントになると思われ
るイベントについて触れることで本稿を終えたい。
冒頭に記した三つの企画のほかに、実は今回のレ
インボーウィークでは「番外編」とも呼ぶべきイベ
ントが実行された。それは、学生・教員・職員・そ
の他の有志たちによる中央芝生でのライブ演奏で
ある。「もっとカラフルな関学に！」とのスローガ
ンに見合う楽曲を選び、集まった人々のあいだで合
唱がなされた。生憎の小雨まじりの天候のもと
SNSなどを通じてイベントを知った多くの人が集
い、5月 15 日の昼休みの時間帯、中央芝生は活気
と熱気に溢れた。こうした半ば「ゲリラ的」に敢行
されたライブイベントには、今後に向けたひとつの
可能性が垣間見えるように思われる。時計台ととも
に関学のシンボルである中央芝生。日々のキャンパ
スライフにおける見慣れた場所／時間に突然生じ
た、小さなハプニング。それに触れた関学に集う者
たちはきっと、自らの日常生活に生じた小さな裂け
目を不思議に、そしてどことなく面白く感じ取った
ことだろう。きっとそれは、日々さして意識するこ
となく自らが身を置く「風土」を見つめ直し、それ
を練り直していくキッカケとなるに違いない。そう
したささやかな企ての積み重ねと連続があってこ
そ、毎年ごとに「ウィーク」を開催することに意義
があると言える。
2015 年度レインボーウィークの企画・準備はすで
に始まっている。今年の 5月にはふたたび関学の至
るところで「レインボー」が咲き乱れることだろう。
第二回関学レインボーウィーク「もっとカラフルな関学に！」を振り返って
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